








エネルギー分野の技術開発を見渡したとき、新エネルギー・産業技術総合開発機構を基盤とする先端的なプロジェ

クトを初め、数多くの魅力的な事業が進む中で、次々と有益な成果が実りつつあることは、国際的に見ても喜ばしい

限りである。第２期に入った科学技術基本計画でも、燃料電池を初めとするエネルギー分野の対象が、重点的に投資

を行うべき課題分野の一つとされており、また、このたび策定された「エネルギー基本計画」において、エネルギー

技術開発への挑戦が体系的に位置付けられているのも、誠に心強い。このような状況の中で、「燃料電池」が格別の

注目を集めつつあるのは、正に国、産業界、そして大学・研究機関の方々の並々ならぬご尽力によるものであり、今

後に一層の進展が期待されるところである。

燃料電池の歴史を振り返るとき、そもそもの原理探求の時代はさておいて、実用を意図した取組みとしては 1960

年代頃の宇宙船搭載用の研究開発あたりからであろう。1966 年に米国のサットン博士が著作し、わが国で 1968 年

に翻訳出版した「直接エネルギー変換」と題する専門書などは、燃料電池を含めた直接エネルギー変換装置の技術フ

ロントと、それらを牽引する力の背景を、当時として的確に世に伝えようとする記念すべき資料であったように思う。

以来、回を重ねてきた直接エネルギー変換国際会議の場や、関連の専門家活動の舞台なども含めて、燃料電池の分

野でも脈々と努力が続けられ、近年、わが国では石油ショック後の新エネルギー技術開発計画などを契機として、ま

た先端科学技術の一翼としての高性能・高機能な新素材や機器の出現と相俟って、燃料電池への重点的な開発投資や

事業計画が一段と活発に進められるようになってきた。最近では、民生用の定置燃料電池、そして移動体用の可搬燃

料電池が、それぞれ技術的にほぼ実用化の域に達し、市場への浸透を開始しつつある。

ところで、このような優れた技術を眺めるたびに気になることは、一つには、そもそも技術が生まれ、育ち、そし

て製品やシステムとして世に出て行くまでの数々の＜ハードル＞を、一体どのように乗り越えていくのか、また事実

どのように乗り越えてきたのか、という点である。着想に始まり、研究、技術開発、原型達成（機能性能の成立性と

安全性の確認など）、実証（経済性、そして社会環境適合性など）、普及（制度を含めたインフラ整備、広報活動など）

へと － 時には分岐し、あるいは還流しながら － 進んでいく各道筋に、潜在し、ないしは顕在化してくる厳しい壁に

直面して、それらを溶融・貫通していくことが求められるとき、恐らく最も必要とされるのは卓抜なリーダーの存在

であって、燃料電池の分野でも、経営、技術、国策などに関してそれぞれに、あるいは全てに亘って、リーダーの方々

が熟考し決断しながら活躍してこられたことであろう。そのようなリーダーと、また併せて良き協力者の活躍の跡を、

次の世代の人たちへの価値ある資産として残し、永く伝えていくことが大切であり、その趣旨に沿っての記録の保存・

活用の現況など教えて頂ければ幸いである。

二つ目は、深い基礎を支える研究者の重要性と共通基盤的な環境の整備についてである。もちろん、最近では数々

の先端科学技術に亘って産・研・学の交流・協力が進み、提案公募事業への優れた提案がそれらの連合体から出てく

ることが普通になってきたが、そこで思うのは、なお一段と深い基礎を探る頭脳への目配り、そして連携のことである。

燃料電池など直接エネルギー変換装置全般に関し、新発見を含めた科学的なフロンティアの拡大、そして革新的設計

構想の発現の促進などを目指すとき、最新の輸送現象論や物質科学の深い基盤 － それも組織ごとや応用分野ごとで

はなく、共通的な視点においての基盤 － を社会全体として内包しておくことが、恐らくは相当に重要なことではな

かろうか。エネルギー変換には二つの基本型があることなど、最も基礎となるところから説き起こした 1960 年代の

海外の好著が、今もなお輝きを保っており、同類の書物やカリキュラムが、海外などで若い基礎研究者の関心を引き

寄せているであろうと想像しながらの所感である。
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